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令和５年度 第３回向日市社会教育委員の会議 

日  時 令和５年 11 月 16 日(木)午後１時 30 分～同４時 30 分 

場  所 天文館、宝菩提院願徳寺（西京区大原野） 

出席委員 池田委員、田賀委員、髙畑委員、横田委員、中本委員、定金委員 

欠席委員 植田委員、河村委員、田邉委員、中西委員、吉岡委員、淀野委員 

事 務 局 生涯学習課長、天文館長、生涯学習課員 

内  容 

１ 天文館概要、天文館の利活用について（研修） 

２ 家庭教育講座（９／30）について(報告) 

３ 人権研修会（８/４・10/13）について(報告) 

４ 近畿地区社会教育研究大会(滋賀大会）（９/８）について(報告) 

５ 宝菩提院願徳寺仏像見学（研修） 
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【開会】 

○生涯学習課長あいさつ 

 

○委員長あいさつ 

 

○研修 天文館概要、天文館の利活用について（館内見学含む） 

                        天文館長 

 

－質疑応答－ 

 

 

○報告１ 家庭教育講座の報告（９/30）について 

「コロナ禍における子どもへの影響～子どもの成長に大切なもの～」 

 

－報告－ 

 

―参加した感想・意見の交流― 

 

コロナ前後で子どもたちだけでなく、大人もこれまで当たり前だったものが、当

たり前でなくなり、マイナスの感情が増え、他者に対し懐疑的になる、極端な考え

方をする傾向になるなど、子育て世代と接する中で感じていた。特に学齢期の子ど

もたちが受ける影響が大きいことを講演から、再確認できた。 

 

コロナ禍の子どもへの影響というテーマだったが、子どもの人権からの観点で講

師の臨床研究や研究成果を基にお話されたのでわかりやすく聴くことができた。コ
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ロナに限らず、幼児期の親や周囲から受ける虐待、貧困などの逆境体験が子どもの

成長にとって大きな影響があること、聞いていて胸が痛かったし、改めて家庭での

時間が大切であることを実感した。 

 

 

○報告２ 人権研修会の報告（８／４）について 

「アニメ映画から私たちの身近な人権を考える」 

 

－報告－ 

 

―参加した感想・意見の交流― 

 

 

 人権をテーマとしていない作品を人権の視点で解説していただき、新しい感覚で

あった。映画を制作した監督の意図は公表されていないため、講演の内容はあくま

で講師の方の視点なので、このような解釈もできる、一つの見方だと認識した。 
 

 

 

○報告２ 人権研修会の報告（10／13）について 

「私からはじめる 私たちの多様性社会」 

 

 講演中、講師から聴講者への質問で「日本で生活する外国人が困ることは何か？」

という問いがあった。聴講者同士話し合い出た答えは、文化や生活習慣の違い、言

葉の壁といったものだったが、講師の答えは「日本の法律や制度」だった。在留資

格など、法律や制度に阻まれ、人として当たり前の生活を続けられない状態になる

外国人がおられることをドラマなどで見たりはしていたが、当事者に関わっている

講師の方から改めて生の声を聞くことができたのが印象的であった。 

 

 講師の方の実体験、そこから感じられたこと、今後に向けての取組などを、どの

世代に対してもわかりやすい表現で講演されていた。学びの多い充実した講演だっ

たと思う。お年も３０代と若いので、是非、中学生、高校生など今の若者にも聞い

てもらいたい。 

 

 無戸籍・無国籍の幼少期を過ごされ、またその後の人生においても様々な困難が

あり、苦労されたのに、明るい表情で自身の思いを一つ一つ伝えておられたことに

心を打たれた。自身の経験を通じて、人権はどんなに大切か他者に伝えたいといっ

た強い思いを感じられる講演内容であった。 

 

講師の出自について、母が目立たない様に人目をさけて生きてきた理由を無戸

籍・無国籍だった自分自身から気づくことになられた、その体験は想像を絶するし、

計り知れない苦労をされたと思う。しかし、現在は出稼ぎのため、世界中で暮らす

多国籍の親戚が一同に介し、笑顔で交流する集合写真を見せていただき、苦労があ
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ってもたくましく生活されていることに感動した。人は区別の仕方によって、マジ

ョリティーにもマイノリティーのどちら側にもなり得る。そしてどう区別しようと

正解はない。自分の頭で考えて、他者を理解する、他者への配慮を忘れないなど一

人ひとりが意識しなければならないことを講演から強く感じた。 

 

 

○報告３ 近畿地区社会教育研究大会(滋賀大会）（９/８）について 

 

－報告－ 

 

―参加した感想・意見の交流― 

 

今年度の家庭教育講座、人権研修会、近畿地区社会教育研究大会に参加して感じ

たことは、身近な地域で人がつながる場所が必要だということだ。家庭、学校、職

場だけでなく、公民館サークルや地域総合型スポーツクラブなどの趣味や好きなこ

とでつながる場所でもない、何の条件もなく受け入れられる居場所が求められてい

ると感じた。 
 

 

○その他連絡事項 

 ・京都府社会教育研究大会（11/21）について 

 

○宝菩提院願徳寺へ移動 

 

【閉 会】 

 


